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１．研究計画の概要 
(1) 剰余体が正標数の閉体上の多変数の巾級
数体であるような正標数の完備離散付値体
の上のｐ進微分加群でガロア表現から来る
ものについてのフィルトレーションには、
Kedlaya が定義したもの、ガロア側で 
Abbes と斎藤によって定義されたもの、筆者
が Christol-Mebkhout のフィルトレーショ
ンを高次元化することで定義したものなど
がある。それらを比較することで、より精密
なフィルトレーションの性質を研究する。 
 
(2) 上と同じ状況で、ガロア表現に対して定
義された精密化されたスワン導手と、数論的
D 加群に対して Berthelot が定義した特性
多様体を比較することで、より深い数論的な
性質を研究する。 
 
(3) 剰余体が完全体であるような正標数の完
備離散付値体のｐ進微分加群は、筆者が証明
した Katz-Gabber 対応の類似によって、大
域体のｐ進微分加群に延長できることがわ
かるが、フロベニウス構造の延長については
一部未解決な部分が残っている。それを研究
することで、ｐ進局所定数の理論などへの応
用を試みる。 
 
 
２．研究の進捗状況 
   (1) 剰余体が正標数の閉体上の多変数の
巾級数体であるような正標数の完備離散付
値体の上のｐ進微分加群でガロア表現から
来るものについてのフィルトレーションに
ついてだが、Abbes と斎藤のフィルトレーシ
ョンと、筆者によるフィルトレーションの比

較の問題については、ブローアップの制御の
部分を除けばほぼ解決できているが、その部
分が予想よりも難しく解決には到っていな
い。また本研究の開始後、Xiao による類似
の問題についてのプレプリントが出た。彼は 
Kedlaya の定義したフィルトレーションと 
Abbes と斎藤によるフィルトレーションの
比較を行っており、それを利用することで 
Kedlaya のフィルトレーションとの比較も
可能と思われるが、重要な箇所で議論が不足
していると思われる部分があるため、こちら
もまだ一致を確かめられてはいない。 
 
(2) の具体的な表現についての特性多様体の
具体例の計算は、ガロア拡大の構成、その標
数 0への持ち上げ、数論的な D加群の構成な
どにおいて、いくつかの興味深い例の構成が
できつつある。 
 
(3) 剰余体が完全であるような正標数の完備
離散付値体のｐ進微分加群のフロベニウス
構造の大局化の問題はあまり進んではいな
いが、いくつかのアイディアを検証中である。 
 
３．現在までの達成度 
 ④遅れている。 
（理由） 
 ブローアップの制御の問題が予想よりも
困難だったこと、および Xiao の論文の解読
に時間を取られたこと。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) まず剰余体が正標数の閉体上の多変数
の巾級数体であるような正標数の完備離散
付値体の上のｐ進微分加群でガロア表現か
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ら来るものについての様々なフィルトレー
ションについての研究は、基本的にはこれま
でに得られた部分的な結果をまとめること
になる。ネックとなっているブローアップの
性質を深く調べることと合わせて、微分作用
素のなす環の位相的な性質の観点からフィ
ルトレーションを整理しなおすことにより、
ガロア表現側と微分方程式側のフィルトレ
ーションをつなぐための空間の性質を見る。 
 
(2) 具体例なｐ進微分加群、ないしは D加群
の明示的な表示の構成の問題については、最
近中川氏によって構成された正標数の離散
付値体の拡大の標数零への持ち上げを利用
することで、階数の高い表現についてもより
具体的な例を求める。 
 
(3) またｐ進微分加群のフロベニウス構造
の大局化の問題については、局所的なフロベ
ニウスの巾によってある種の解空間の様子
がどう変化するかを見ることで大局的なフ
ロベニウスの存在を導くことを試みる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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